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◎ゼミナール編 第 3回 

 日 時：2019 年 11 月 15 日（金）10:00～15:30 

 会 場：アクトシティ浜松 コングレスセンター 22+23 会議室 

 内 容：「理想追求型 QC ストーリー」のまとめ など 

 

１） 前回の振り返りと、これまでのワークとキーワードチェックの意図について、説明・講

義があった。 

・テキストの第 4 章から第 7 章までのポイ

ントが示された。 

・テキストの全体像と、気付き、発見につな

がる部分が指摘された。 

・これまで行った4つのワークはそれぞれ、

テキストの第 4章までと関連している。 

・テキストの第 5 章に、テキストの中核と

なる「理想追求型 QCストーリー」が示さ

れた。 

・講義前後のキーワードチェックは、予習

復習と、自分に必要なワードを探す目的である。 

 

２） キーワードチェック用紙、ワーク用紙、振り返りリポート用紙を配布し、キーワードチ

ェック用紙への記入（講義前の状況でのキーワードの理解度・活用度について１から 4

の数字を記入した。）をした。 

 

３） テキストの第 8章以降について、テキストに示されている図を用いて、説明があった。 

・さらに学習を深めたい場合について、名古屋工業大学のセミナー、日科技連のセミナー

について紹介された。 

 

４） ワーク用紙を用いて個人ワークを行った。内容は次の 2つ。 

・「第 3回までのワーク記述で、何が難しかったでしょうか。悩んだことなども。」 

・「第 3回までのキーワードで、気になったキーワードは何でしょうか。」 

 

ビジネスプロデュース力養成ラボ 

第 3回 振り返りレポート B-LABO2019 

江田講師による説明 



ワーク終了後、昼食の時間をとり、12時 30 分から講座を再開した。 

 

５） 14 時まで、グループワークを行った。 

・B-LABO 開始にあたって受講生が記入したエントリーシートの記述から、4 名で構成し

た 3グループに分けた。 

・午前に行った個人ワークから、記述が難しかった箇所とその理由、キーワードを選んだ

理由を討議した。 

  

 
 

  

 

 

６） グループワークの結果から、各グループ 20 分ずつの持ち分をとり、全グループからの

討議内容の報告を行った。 

・報告内容について質疑を行った。 

・質疑にあたっては、2点の注意があった。第 1は前向きな表現で質問すること。第 2は

議論をふっかけるのではなく相手から話題を引き出すような質問とすること。 

・参加者、講師、オブザーバからコメントがあった。 

・振り返りリポート用紙に、気付いたことを書き留めてもらった。 

 

７） ワーク用紙、キーワードチェック用紙、振り返りリポート用紙を回収して、ゼミナール

編を終了した。 

グループワークの様子  講師のアドバイスを受けながら討議 

討議にも熱が入る グループごとに発表 



今回の出席者は 12名であった。 

 

 

◎早わかり講座編 第 3回 

 日 時：2019 年 11 月 15 日（金）16:00～17:30 

 会 場：アクトシティ浜松 コングレスセンター 22+23 会議室 

 内 容：自社分析早わかり 

 

７）講義に先立って、これまでのキーワード

チェックの意図について、ゼミナール編

と同じスライドにて説明があった。 

 

８）今回のテーマは自社の分析早わかりであ

った。 

・キーワードチェック用紙、振り返りリポ

ート用紙を配布した。 

・講義に先だって、今回の講義に関連する

キーワードを講義前の状況で理解して

いるか、活用しているか、その 2点について１から 4の数字を記入した。 

 

９）早わかり編について、講師より説明があった。 

・講演後に質疑の時間をとり、議論した。 

・振り返りリポートに記入した。 

  

 

 

10）キーワードチェック紙と、振り返りリポート紙を回収した。 

 

以上で、早わかり講座編を終了した。 

真剣に話を聞く受講者 

江田講師による説明 岡田講師による講義 



今回の出席者は 21名であった。 

 

以上を終えて、「ビジネスプロデュース力養成ラボ 2019」第 3回を終了した。 

 



 


